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以上のように，電磁場の振動数がバンドギャップに比べて十分小さく，キャリアのバン

ド間遷移を考えない部分空間を考えると，そのとき現れる有効ハミルトニアンが Luttinger 

型になることが示された。

また上記ハミルトニアンは格子を連続体に近似したとき，以下のようにも書かれること

を指摘しておく。

（384）

（385）
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